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 寒冷の候、皆様におかれましては益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。先日、宇都宮市による学習内容定

着度調査が実施されました。３月末には結果や改善策等を本校のホームページに掲載しますのでご覧ください。  

さて、今年も残すところわずかとなりました。今年の冬休みは１２月２６日（木）から１月７日（火）までです。

４月からの学習を振り返り、その定着を確認するいい機会ですので、時間を有効に活用しましょう。３年生はい

よいよ受験もはじまります。体調に十分注意して実力アップを目指してください。 

 

1 全国学力・学習状況調査結果〔３年生〕〔各教科・領域正答率〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 質問紙調査から 
例年、好成績が続く本校の生徒の実態を学力調査だけではなく、質問紙調査（アンケート）からも見てみたい

と思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 領 域 本校 宇都宮市 全国 

 
国 
 
語 
 

話すこと・聞くこと 74.6 71.4 70.2 

書くこと 85.2 83.9 82.6 

読むこと 78.9 73.0 72.2 

伝統的な言語文化 72.8 67.5 67.7 

 
数 
 
学 

 

数と式 69.5 64.9 63.8 

図形 73.8 72.8 72.4 

関数 49.6 41.1 40.8 

資料の活用 56.8 55.7 56.3 

 
英 
 
語 

聞くこと 71.0 68.9 67.9 

話すこと   30.8 

読むこと 60.3 56.5 55.6 

書くこと 48.7 44.6 45.8 

星が丘中学校 

 4 月 17 日に３年生を対象に実施さ

れた「全国学力・学習状況調査」の結

果をお知らせします。 

この調査は全国的な児童生徒の学

力や学習状況を把握・分析し、教育

施策の成果と課題を検証し、その改

善を図る目的で毎年国が実施してい

るものです。国語・数学に加え、本年

度初めて英語の調査が実施されまし

た。（ただし「話すこと」は本校は調

査対象になりませんでした。） 

ご覧の通り各教科とも全領域にお

いて宇都宮市や全国の平均を上回る

成績を収めています。詳しくは本校ホ

ームページでお知らせしていますの

で、ぜひご覧ください。 



 

「読書は好きですか」の問いに肯定する割合が県や全国に比べて多くなっています。「朝の読書」の時間や休み時間

などにも熱心に本を読む姿が見られます。学力調査の「読むこと」の項目が市や全国の平均より６ポイントほど高く

なっているのは、この読書量の多さが背景にあると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、「授業で学んだことを、他の学習に生かしていますか」の問いでは、「当てはまる」と答える割合が高くなっ

ています。学習は教科ごとに独立している訳ではなく、数学で学んだグラフの見方や計算方法が社会科の資料の活

用に必要ですし、国語の力、特に読解能力がすべての教科の基礎になっています。数学者である新井紀子氏(東ロ

ボくんの研究者として有名です)が大規模調査・分析を行い、『日本の中高生の多くは、中学校の教科書の文章を正

確に理解できない』と発表し話題になったことをご存じの方も多いかと思います。そのような指摘もあるなかで本校

生徒は「国語の授業で学習したことを、普段の生活の中で､話したり聞いたり書いたりするときに活用しようとしてい

ますか」の問いに対しても肯定割合が高くなっており、大変良い傾向が見ら

れます。 

 冬休みになり、３年生はともかく１・２年生は少し時間のゆとりができるの

ではないでしょうか。読書をあまり好まない生徒もいるようですが、余暇の

過ごし方の一つとして、学力を高める効果もある「読書」をおすすめします。 


